















































































































             
             
             
表２　タミル文字・マラヤーラム文字・カンナダ文字の音節（カ行）
 
          
           


































ている。そこで，語彙の選定は，CollinsのMy First English-English-Tamil / Malayalam / 
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〔抄　録〕
ドラヴィダ諸語の中で，南部ドラヴィダ語族に属するタミル語・マラヤーラム語・カン
ナダ語に関しての比較も行なえる形で，学習辞書のWebサイトを作成した。このWebサ
イトの中では，それぞれの言語の単語を検索できる他，日本語から各言語の単語に翻訳す
ることも可能になっている。また，基本的な語彙についての問題出題もできるようなペー
ジも用意した。このWebサイトは，どのプラットフォームのWebブラウザでも表示が行
なえるように，JavaScript言語，HTMLおよびCSSだけを用いて開発を行なった。この研
究ノートでは，その概要とともに辞書編纂の途中で問題になってきた項目について考察す
る。この研究は，2011年～2013年の期間，日本学術振興会の科学研究費の助成を受けた（課
題番号：23520697）。
